



























forming Vision(s): Perspectives on Spectatorship in Beckett’s Theatre,’ Samuel Beckett: a casebook, ed. 
Jennifer M. Jeffers, (NY: Garland, 1998), 144.





























（３）　Jane Alison Hale, ‘A Piece of Monologue: “No Such Thing as No Light,”’ The Broken Window: Beckett’s 
Dramatic Pespective, (West Lafayette, IN: Purdue UP, 1984), 114.
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ことになる。（……）舞台上に残されるのは、素の俳優






























dead, die, dying という死を直接に意味する言葉を検討してみれば、それらが実は全編を通し五

















ている。Linda Ben-Zvi, Samuel Beckett, 173.
（12）　死を直接に意味する言葉が登場するのは以下の五箇所。
 Birth was the death of him. Again. Words are few. Dying too. Birth was the death of him.(117)
 Born dead of night. Sun long sunk behind the larches. New needles turning green.(117)
 Dying on. No more no less. No less. Less to die. Ever less. Like light at nightfall.(118)
 Light dying. Soon none left to die. No. No such thing as no light. Starless moonless heaven. Dies on to dawn 
and never dies.(119)
 The dead and gone. The dying and the going. From the word go. The word begone. Such as the light going 

















































誕生 起床 窓 ランプ 葬式 壁
１周目 ○ ○ ○ ○ ○
２周目 ○ ○ ○ ○
語りの順 起点→ →終点
誕生 起床 窓 ランプ 葬式 壁
１ ○
２ ○ ○
３a ○ ○ ○ ○ ○
　b ○ ○ ○ ○
　c △（省略された描写） ○
　d ○ ○ ○ ○
４ ○ ○ ○
５a ○ ○
　b ○ ○
６a ○ ○ ○ ○ ○
　b ○ ○ ○

































































































枚ずつ壁から引きはがして、こまかく千切った（Ripped from the wall and torn to shreds one 
110





『モノローグ一片』に登場する rip と似た意味を持つ単語として part と rift がある。どちらも
葬儀の場面に関連する形で登場していることを考えれば、rip とこれらの単語の類似は明らかだ
ろう。たとえば part は次のような形で使われている。「やがて暗闇にまたしてもゆっくりと隙き
まができる。灰色の光。雨が打ちつける。墓のまわりを囲んだ傘の群（Till dark slowly parts 
again. Grey light. Rain pelting. Umbrellas round a grave.）」（228/120）。だが、たしかにここで
part は葬儀の場面へと続く形で使われてはいるものの、死のイメージへと接続するには「やが




Waits for first word always the same. It gathers in his mouth. Parts lips and thrusts 
tongue forward. Birth. Parts the dark. Slowly the window.（120）
ここでは、part は明らかに誕生のイメージとともに使われている。「暗闇を分つ（Parts the 
dark.）」では先の引用と表現が重複しているにも関わらず、ここではそれが死とは真逆の誕生の














いる」と指摘している。Jane Alison Hale, ‘A Piece of Monologue: “No Such Thing as No Light,”’ 128.
（16）　rift の用法についても同様の指摘ができる。たとえば “Way out through the grey rift in dark. Seen from on 









今夜。夜が落ちると起きあがる。毎夜毎夜。（And now. This night. Up at nightfall. Every night-
fall.）」（222-23/117）と描写されている。Up at nightfall. という表現は作品冒頭の「迫り来る蓋







Sun long sunk behind the larches. Light dying. Soon none left to die. No. No such thing as 













（死者）のそれを指す形容詞であることを指摘している。Kristin Morison, ‘The Rip Word in A Piece of Mono-















It gathers in his mouth. Birth. Parts lips and thrusts tongue between them. Tip of tongue. 
Feel soft touch of tongue on lips.（121）









































































憶なのかもしれない。それは「時が経つにつれ微かに薄れていった（Fewer and fainter as time 
wore on.）」としても「なくなるなどということはなく（No such thing as none.）」残り続けるの
だ（225/118-19）。
『モノローグ一片』において「誕生」は常に「分たれること」とともにあった。上演の間、仮
に一体となっていた現実と虚構とは、作品の終わりとともに再び分かたれる。 （22）それは虚構の
痕跡を孕んだ、新たな現実の誕生の瞬間でもある。『モノローグ一片』における「舞台空間と語
られる世界との一致と分離の往復運動」 （23）は、現実における現実と虚構（そこにはもちろん『モ
ノローグ一片』それ自体も含まれる）との関係を反復するのであった。
５．結論
本稿ではまず〈話し手〉の語りの内容を整理し概観することで、部屋の内部で行なわれる〈彼〉
の一連の動作が、語りの変容とともに夜ごとに行なわれるものから切れ目なく永遠に繰り返され
るがごときものへと変わっていくことを確認した。循環する〈彼〉の動作は一見したところ「引
き裂く言葉（the rip word）」によって作品とともに終結＝「死」ヘと導かれるかのようにも思
われるが、『モノローグ一片』において「分かつ」という主題は生と死の双方のイメージを担う、
きわめて両義的なものとしてあった。そこには死から生への反転が潜在している。反転の契機と
なる特異点――「誕生」という言葉あるいは「引き裂く言葉」が発せられる瞬間――はまた、『モ
ノローグ一片』における虚構と現実とが交錯する瞬間でもある。生と死の循環は現実と虚構との
それと響き合い、一つの虚構の死である作品の終焉は新たな現実の誕生へと接続されていくので
───────────────────────
（22）　ビエとトリオーの指摘する「二重性」を参照のこと。クリスチャン・ビエ、クリストフ・トリオー『演劇
学の教科書』、287-88頁。
（23）　岡室美奈子「語られる〈演劇空間〉」、130頁
115分かつことの両義性
あった。
『モノローグ一片』における試みは、後に書かれる『ロッカバイ』や『オハイオ即興劇』へと
引き継がれていく。特に『オハイオ即興劇』はある意味で『モノローグ一片』と対になる作品で
あると見なすことができるだろう。『オハイオ即興劇』では語りが進むにつれ語られる物語と舞
台上の情景とが、そして向かい合う〈聴き手〉と〈読み手〉とが一致していくがごとき様相を呈
していく。一を二へと分かつことを主題とした『モノローグ一片』と二が一へと収斂していく『オ
ハイオ即興劇』。本稿での分析は『モノローグ一片』という一つの作品の主題を明らかにするこ
とを目的としたものだったが、この分析を踏まえ『オハイオ即興劇』や他の後期演劇作品を分析
することで、ベケットの後期演劇作品を貫く試みとその変遷を明らかにすることができるだろう。
そこにはおそらく一致と分離のモチーフが通底している。
